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★午前10時半より執り行います★

★近くて一番早い初詣琉游舎の新年祝祷会★

★３０分ほどの法要です新年をお祝いいたしましょう★

★新しい一年が豊かで実りある年になることを祈念しましょう★

★新年にお越しいただいた方に琉游舎の手作り御守護を差し上げます★

●ご守護（お守り）はこれを持っていれば願いが叶うとか、安心安全に
毎日を送ることが出来るということを保証するものではありません。も
ちろん頼みごとの依り代でもありません。持っているだけでは唯の紙切
れです。
●お守りは「家内安全でありますように」「志望校に受かりますよう
に」「事故を起こしませんように」という自分の誓いを、ちゃんと一年
間忘れれないようにと見守ってくれるもの。私たちの誓いの備忘録であ
り見届け役のようなものです。
●一年の計は元旦にあり、でも三日坊主も人の常。そんな私たちを一年
間密やかに見守ってくれる守護袋になればよいなと思っています。琉游
舎でお待ちしています

新年祝祷会
2025年1月1日元旦午前10時半より琉游舎にて



狂言綺語…自由自然に生きる
やっと本格的な冬が近づいてきたようで、朝の冷え込みも氷点下となり車のフロントガラスも凍る様にな

りました。冬タイヤへの交換、冬越しの野菜達の養生や落ち葉の整理など冬支度を始めなければならないの
ですが、急な寒さの到来に、外での作業を何かと言い訳をつけて回避しようとしてしまいます。「寒い朝や
雪の日は車で出かけなければいいんだ」、「落ち葉も風が吹けばどこかに飛んで行き、いつかは消えている
に違いない」「冬の寒さに耐えた野菜は根が張り春には美味しくなるはず」「暖かい部屋から寒い外に出る
と血管が急激に収縮して血圧が上昇するから危険」など、何かと言い訳を探して後回しにしようとします。
先日、一ヶ月ほど我が家に滞在していた孫のジオを送って妻も真夏のオーストラリアに旅立ちました。到

着当日には早速ジオがプールで泳いでいる写真を送ってきました。キャンベラの気温は36度、こちらコリー
ナの今日の最低気温は－5.9度、気温差40度です。たった1日でこの気温差に対応して何事もなくプールで泳
いでいる11歳の姿を見ると、50歳の年の差はやはり埋めがたい差だと実感するしかありません。子供らしい
姿だと言えばそれまでですが、恐らく私の50年前であれば同じようにプールで泳いでいたはずです。年を重
ねればその年らしい振る舞いが自分らしい振る舞いとなっていくと言うことならば、寒さにおののいて、言
い訳を探して、やるべきことを後回しにすることも高齢者である私らしい当然の振る舞いなのでしょう。
ある俳優が「自分らしくは甘えの言葉、悪魔の言葉」と語っていました。大変示唆に富んだ発言だと思い

ます。子供らしく、女らしく、男らしく、年寄りらしくの「らしく」はどれも自分から積極的に求めた「ら
しさ」ではなく社会がそのらしさを規定した「らしく」です。他者が求めるらしさです。では自分らしくと
は他者から求められるらしさではなく、自分自身が求めるらしさと考えればよいのでしょうか。であるなら
ば、自分とは何者かを知ることから始めなければいけないと思われます。しかしこれは難しいことです。私
は何者かと考えたとき私が纏う属性を全て洗い出し、その属性から私が最大公約数として納得できる「らし
さ」を抽出してそれを「自分らしさ」と規定することになるのでしょうか。例えばわたしは年金生活者で、
高齢者で、僧侶で、地区コミュニティの会長で、琉斿舎の舎主で、共助バスの運転手で、イベントの実行委
員で、父で、夫で、と数え上げたらきりがありません。ましてそのらしさから最大公約数の自分らしさを抽
出することは無限大の営みです。つまり「自分らしさ」という言葉は虚空に浮かぶ無、つまり「空」なので
す。私はその無に向かってありとあらゆる自分が纏う属性を演じきることが「自分らしく生きる」と言うこ
とだと考えます。他者が規定した「らしさ」に甘んじることなく、その規定を超えることを目指しながらそ
の規定の中で自分が求める最大限のパフォーマンスを演じきること、それが私の考える「自分らしく生き
る」と言うこと、言い換えればありのままに生きると言うことです。他者の規定する「〇〇らしさ」も自分
が規定する「自分らしさ」にも執着することなく、「らしさ」を空と観てありのままに生きることです。
「教師の五者」という言葉があります。人に教える立場の者は「学者のように学べ」「医者のように生徒

を診よ」「役者のように生徒を魅了せよ」「易者のように生徒の未来を見よ」「芸者のように生徒に寄り添
え」と教育者に必要な役割を五つの｢者」にたとえた言葉です。しかしこれは教師の専売特許ではありませ
ん。僧侶もカウンセラーも、誰であれ人と関りコミュニケーションによって物事を前に進める者には、この
ような姿勢は必要です。特定の役割に止まらず、他者との関係性の中で「私」が生きていかなければならな
い限り、誰にでも必要な態度で、意識的でないにしても自然な振る舞いとして出来ていることなのではない
でしょうか。生きることはこの五者を代表とするあらゆるものの演者となり続けることなのです。「演者」
や「パフォーマンス」というとき、自分が自分で無いものを演じることは自分らしくない、あるいは偽りの
自分、仮の自分を演じざるをえない、演じさせられているという意識を持つかも知れません。また積極的に
演じることは、他者を欺き、自分を偽り、結果的に互いの関係を傷つけてしまうことにもなりかねない懸念
もあるでしょう。しかしそのような懸念は「自分らしさ」という幻への執着、無常の今に対するこだわりの
産物だと考えます。執着を離れ「自由」になるとき「自然」に「私」と「演者」は一体となるのです。例え
ば俳優が舞台や映画で演じるとき、なんとか登場人物と一体化できるようにあらゆる努力を惜しまないはず
です。しかし俳優はシナリオの描く世界を現実に生きることは不可能ですから、舞台の上ではどのように試
みても俳優と役が同一化することは不可能でしょう。ただ同一化に近づくことは可能です。そのとき人はそ
の演技に感動し、俳優は名優として讃えられることでしょう。それを鑑賞者としてみる私たちは、現実世界
のシュミレーションとして、仮想現実を疑似体験しているに過ぎないのです。しかし生きることは現実です。
諸行無常、変転流転の現実です。シナリオも練習もコーチもない私が他者との関係性を生きる現実なのです。
仮想の舞台でなく現実の舞台を生きる私たち演者に必要な言葉は「自由」と「自然」です。これは明治に

なって輸入された意味の「フリーダム」と「ネイチャー」のことではありません。仏教用語の「じゆ」と
「じねん」です。自由は「自らに由る」ことです。何ものにも依存せず寄りかからず、それ自体で存在する
独立自在にあることを意味します。自然は「自ら然らしむ」ことです。それ自体で存在し自ずからそのよう
であることを意味します。「私」が「らしく」ありたいと言う自我の執着を離れ無我になるときです。あり
のままの自分です。ありのままの自分は自由に自然にあらゆる関係性の中でありのままに行うことが出来る
のです。自由と自然の私があるとき、私は自由で自然にあらゆる私を生きることが出来ることでしょう。そ
れが他者との関係を生きる演者であること、ありのままに生きることなのだと考えます。


